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　令和4年9月25日に、第2回子育て世代交流会「家族に作ろう！お菓子作り教室」～
パパと一緒にアイシングクッキー作り～を実施しました。総勢３４名（１７組）の親子が
参加し、砂糖でできたクリームを使って、クッキーにデコレーションをしました。また、ク
ッキー作りの後には、パパ同士の交流会を実施し、自宅での家事分担などについて意
見交換を行いました。

　男女共同参画推進事業の市職員向けの取組として、今年度は以下の２つの事業を
実施しました。今後も、市職員の男女共同参画への理解と意識向上のため、事業に取
り組んでまいります。

　男女共同参画社会は、すべての人が活躍できる
社会を目指すこととしていますが、「性的指向・性自
認」に関して差別や偏見がある中、正しい理解と適
正な対応が求められています。そのため、職員向け
に基礎的知識や対応方針についてまとめたガイド
ラインを作成しました。

　女性視点での災害対応の強化を図るため、避難
所担当職員等を対象とし、防災対策における女性視
点の重要性について学習する機会を設けました。
　２０２０年から現在まで、内閣府男女局防災研修
プログラム改訂検討会座長を務める日本大学危機
管理学部准教授鈴木秀洋氏をお招きし、研修を実
施しました。
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2013年3月発行の第2号から、公募によって名前がus（アス）になりました。英語で「わたしたち」を意味するus。
また、uは理解（understand）、sは支える（support）の頭文字であり、男女共にお互いを理解し、支え合うことが重要
であるという意味をかけています。更に、日本語の「明日」の音とも重なり、明るい未来を感じる名前に決まりました。
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ここまでお読みいただき、ありがとうございます。今後の男女共同参画推進事業の参考に
させていただきますので、本紙の感想をぜひお送りください。郵送、メールで受付のほか、
右のQRコードからもお送りいただけます。
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　令和４年度は、第４次真岡市男女共同参画社会づくり計画の初年度として、以下の
ような事業内容を実施しました。今後も、男女共に、誰もがあらゆる場面において、自
らの選択に基づき、自信とやりがいをもって多様な役割を果たし活躍できる社会に向
けて、事業に取り組んでまいります。

※第４次真岡市男女共同参画社会づくり計画は、市ホームページからご覧いただけます。
（　　は、令和4年度の新規事業　　は、内容をリニューアルした事業）
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　子どもを持つ父親同士の交流を通して、男性の家事・子育て参加の促進や、男女共
同参画への意識啓発を行う目的で、３回にわたり「子育て世代交流会～パパと子の体
験教室＆交流会～」を実施しました。
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　働く女性のワーク・ライフ・バランスの推進に向けて、「女性異業種交流会」を実施しまし
た。市内在住または勤務の女性24名が参加し、講師による「アンコンシャス・バイアス」の講
義のあと、参加者同士がそれぞれの職場環境や働き方について、意見交換を行いました。

女性異業種交流会女性異業種交流会
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　グループワークの様子です。テ
ーマに従って、それぞれの意見を交
換しました。

　交流会前の緊張をほぐすため
に、アイスブレイクとして、「働き方
改革カルタ」を行いました。

　最後に、参加者全員で集合写真
を撮りました。様々な業種の２４名
の女性に、参加いただきました。

　男女共同参画社会づくり推進
の取組として、料理作りにチャレン
ジしてみようという男性の料理教
室を開催しました。市内在住の男
性５名が参加し、「そばの打ち方」
を学びました。

　NPO法人ファザーリング・ジャパ
ン代表理事の安藤哲也氏をお迎
えし、「イクボスで職場が変わる～
男女ともに活躍できる、選ばれる
職場となるために～」と題して、企
業の方々を対象に講演をいただき
ました。

男女共同参画
地域座談会
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　桜町公民館にて、男女共同参画地
域座談会を実施しました。地域の皆
さんにお集まりいただき、市民協働
推進室から男女共同参画について
お話をさせていただきました。地域
座談会の実施については、市民協働
推進室までお問い合わせください。

　第１回目は、「家族で家事シェア座談会」～ご夫婦で家事・育児
について改めて話をしてみよう～ということで、各メディアで取
材・講演実績多数のNPO法人tadaima!　代表理事・三木智有
（みき ともあり）氏をお招きし、ワークショップ形式座談会を実施
しました。「家事シェアとはなにか？」「家事シェアのコツ」につい
て意見交換を行いました。

　第３回目は、「スポーツの秋、ミニサッカー教室」～広いグラウン
ドでパパとサッカーに挑戦～を真岡市総合運動公園にて実施しま
した。親子でボール運び競争や、手をつないでじゃんけん大会等を
行い、その後、ドリブル・シュート練習・ミニゲームを行いました。

　第２回目は、「家族に作ろう！お菓子作り教室」～パパと一緒に
アイシングクッキー作り～を実施しました。（※表紙写真と同じ）
親子２人で協力しながら、クッキーにデコレーションをしました。
お菓子作りが初めてのお子さんでも、楽しく参加することができ
ました。
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